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公用車による交通事故の発生について 

 

１．事故発生日時：平成３０年８月９日（木）午前９時１９分頃 

 

２．事故発生場所：飯塚市秋松地内 国道２００号秋松交差点付近 

 

３．事 故 の 概 況：筑穂支所市民窓口課職員が、防災用土のう作りの為に

防災センターへ向かっていた途上で、交差点通過直後

に前方を走行していた相手方車両が徐行し、停止して

いる状況に気が付くのが遅れ、相手方車両の後方左部

分に衝突し、双方の車両を損傷させたものです。 

４．損 害 賠 償 額：示談交渉中 

 

事故現場見取図 
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上　級 17名程度 438 347 85 64 42

民間企業等職務経験者
（UIJターン）

6名程度 20 18 9 8 6

民間企業等職務経験者
（県内在住者）

8名程度 91 77 38 35 23

上　級  2名程度 42 26 14 11 11

民間企業等職務経験者  1名程度 3 3 1 1 1

中　級　 7名程度 42 37 17 15 12

UIJターン 1名程度 1 0 0 0 0

42名程度 637 508 164 134 95

     ※第3次試験日：平成30年9月15日（土）・16日（日）

　　　 試 験 会 場：飯塚市役所
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Ｐ1＊地方自治法施行令第167条の9によるくじ引きの結果　（7者中7者）

（株）緑豊開発

（株）藤田建設 （株）永和建設

入札参加業者名（指名競争入札）【とび（法面）】

（株）フジイ 柴田建設工業（株） 﨑村組

4,464,800

（有）松本建興　

平成30年8月10日

円平成30年8月11日 から うち消費税

平成31年3月15日 まで 4,464,800 円

有限会社松本建興 8月7日

うち消費税

5,050,720 円

(小数点第三位以下切捨)

最低制限価格 うち消費税 %

鹿毛馬小峠法面改良工事（その1）

68,184,720 円

60,274,800 円

88.39

工　　期 60,274,800 円

契　　約　　日

工事請負契約報告書
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工　　事　　名 予 定 価 格 (A) 落 札 額　(B)
落札率　(B/A)

契 約 者 名 入 札 日
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工 事 請 負 変 更 契 約 報 告 書 
 

  
工種 工  事  名 請負業者名 変更契約金額 変更増減額 原契約金額 落札率 変更契約工期 原契約工期 

1 土木 本庁来庁者駐車場整備工事 ㈱サカヒラ 
92,489,040 

うち消費税 

6,851,040 

△1,865,160 

うち消費税 

△138,160 

94,354,200 

うち消費税 

6,989,200 

89.28％ 変更なし 

着手 平成 30 年 3 月 7 日 

しゅん工 平成 30 年 9 月 21 日 

 

※主な変更理由 
 1 本工事において、関係部署との協議により東側駐車場出口の位置が変わったことによる、排水計画及び施設計画の変更。また、地盤改良に際し、

改良対象土の室内配合試験を実施した結果、セメント系固化材の使用量を当初の設計数量から減量したことによる地盤改良工の減工。その他数量の

精査による請負金額の変更。 



 

平成 30 年度 行政評価（一次評価及び二次評価）結果の概要 

及び外部評価の取り組みについて 

 

1.行政評価（事務事業評価） 

 

■一次評価 

全 1,055 事業のうち、法令の義務付けがあるなど、市に裁量の余地が全くない事務事業な

ど 123 事業を除く 932 事業を評価対象とし、2 月から 6 月にかけて各事業担当課による評

価を実施 

 

■二次評価 

一次評価対象の 932 事業から選定した 60 事業を評価対象とし、部長・部次長による事前

二次評価及び庁議において最終二次評価を実施 

 

評価等 一次評価 二次評価 

①コスト・成果ともに拡充 ８４ １２ 

②コストは現状維持し、成果を拡充 ２２９ ２５ 

③コストを縮小し、成果は現状維持 ３３ ０ 

④コストを縮小し、成果は拡充 １６ ０ 

⑤コスト・成果ともに現状維持 ４５１ ２３ 

⑥コスト・成果ともに縮小 １１ ０ 

⑦休・廃止 ４８ ０ 

計 ①     ８７２ ②      ６０ 

評価対象事業数（①＋②） ９３２ 
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2.外部評価対象事業の選定 

庁議において二次評価を実施した 60 事業の中から、外部評価対象事業 14 事業を選定 

 

事務事業名 担当部局 担当課 

消防団訓練 総務部 防災安全課 

定住自立圏構想事業 行政経営部 総合政策課 

人権同和啓発推進事業 市民協働部 人権・同和政策課 

自治会加入促進事業【政策】 市民協働部 まちづくり推進課 

運動指導事業 市民協働部 健幸・スポーツ課 

国民健康保険【特別会計】 

医療費適正化特別対策事業 
市民環境部 医療保険課 

環境教育事業 市民環境部 環境整備課 

地方創生人材育成・定着促進事業 経済部 産学振興課 

農産加工品ブランド化推進事業 経済部 商工観光課 

ファミリーサポートセンター事業 福祉部 子育て支援課 

生活困窮者自立相談支援事業 福祉部 生活支援課 

児童クラブ事業 教育部 学校教育課 

教育用情報機器整備事業 教育部 教育総務課 

収納管理事業 教育部 学校給食課 

 

 

3.外部評価の実施について 

①日  時  平成 30 年 10 月 22 日（月）10：00～16：00 

10 月 29 日（月）10：00～16：00 

②場  所  本庁 2 階 多目的ホール 

③評価事業  14 事業 

④評価体制  飯塚市行政評価委員会（委員：8 名） 


